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令和４年３月２４日(木) 文責 校長 南里美紀江

今朝の新聞紙上で発表されたように、令和４年度の定期異動が決まりました。裏面

に名簿を掲載していますが、本校から１５名の教職員が異動及び退職となります。こ

の１年間、チーム西渓としてそれぞれが子どもたちのために、自分ができることを懸

命に、そして互いに協働しながら教育活動を行ってきました。異動になる教職員は、

西渓校で学んだことを新しい勤務地で生かして、佐賀県の教育に貢献してくれるもの

と思います。本来なら個別に感謝を伝えるべきところですが、紙面をお借りして西渓

校の保護者様、地域の皆様にお礼を申し上げます。ありがとうございました。

丹邱学舎
＜学校教育目標＞

志をもち、自ら学び、共に高め合い、

たくましく生きぬく西渓っ子の育成

これまでお世話になりました

～新年度 定期異動のおしらせ～

★感動的な卒業式★

9年生の姿を目に焼き付けました

３月１１日(金)に行われた第５回西渓校卒業式。厳粛な中にも温かな感動が

広がる、とても心に残る卒業式となりました。前日、全校生徒による清掃活動が行

われ、８年生による会場準備と５年生から８年生による合唱の練習によって、すべ

て準備が整いました。後は当日９年生がどのような姿を見せてくれるのか、楽しみ

に待つばかり。

やはり９年生はすごかったです。返事、礼、立ち振る舞い、歌など式の間、ずっ

と集中し心一つに、厳粛な式を作り上げました。さらに、担任をはじめお世話にな

った先生方へのサプライズメッセージ。本当にわずかな時間で練習し、これまでの

感謝を形で表し、みんなに感動を与えてくれました。

９年間で培った仲間との絆、希望進路の実現、人を思いやる優しい心、その心を

形にできる行動力は、後輩への素敵なプレゼントになりました。１～８年生が、卒

業というゴールをイメージしながら、この後の学校生活を過ごしてくれたら、これ

からの西渓校はもっともっとよい学校になると、予感させてくれる卒業式になっ

たことを、心から感謝します。ありがとうございました。


